
事画していてカ’らっζ明るい’あたり．融てしばっているわけで聴いがご

’激が上洲名物め本林：かなと合賦した次：茅であろ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（茅野回生建設省鼠土毘理廃）

測算・

都立大学に学んで 　　　　　欝讐

植材靖・子

一私が藤島から部立大学度会掌オ躯奪んだ理由1まいろいろありましだが

考の大きな婁豪｛ま・人文正理奪と：いつのぱ＝もっと人向くさい労闘なめでばな

いかという心心とし面向からで峡・景綾葬になって繍をかか『ね甚瓶
らなくなった頃、いろいろな大重力・£）学生が集まって’ A説塘L巻学向葡意図に

謡いだ綜合鼠戸討行春が行われ参加したわけですが、その凶行釣威累：はと．毛

かくとして・そ：れぞれの馨向の賜について語しあえ・う横のつなが，りかβ多少と

毛できたこ二と二1ま．ネムタミ参聡慧老’1てピ．つて大iヨな測又穫であっブ三と＝いえ．iましよ：う、

調蒼の中での志しあいの脇で．入仁心：理掌を労んでいる以上は，社会科蒙の’

ぺ♂ヌンを：影絵していろ経蒲「労や、入文現象の甲で諮みあっていろメ、画閃塚な

’どについて二もつと：知ろぺ餐であろことがわかりましたが、その爵ばすでに大

学塗奮竃繁ろうとしてeためです，そめ復置良く都立大に学士入塚すろこと

が髄で董、更に三年向在：歯すろことになりました。での向’の営圃生；葛について

筒単に御紹介してみたいと：落じまする

　榔立大豪．ぱ伝統のない耕制大蓉ですが，マンモス大学と広翼：なり，1診数の’

琴実から嶺成二液てし】ると二ろに蒋色がコざいます，例痩ぱ∵社会奪で毛毎年．

平均タ，　6入ならば勿い方で、年によりますとソ入位しか（もっと毛留年組

もおりますが）率業≧圭の宏ないことンもあります。社会蒙は曼に社会十一攻ピ

社会入装営專攻に分か魏，三期四域どしては，前者は並雀以後の社会に回す

否実証醇研究が〃＜，後者ぱ主に三三社会を対，象としていろめですが、三一

圏のゼミナールでぱ合固して同じテーマを鶉じあっております，・私は綴：然三

会蒙を厚旧いたしまむたので、社会入三図め振速筆く、わしくば；わかりません

ヵ虹廊鐘織鋭の落い馨老グゆ一プであ・ろ青穿・寒冷蒙グル乏フCによろ研究（ア

ブりカや七瀬アジアめま閉社会に曝すろ研究など）は掌界で；：も商く卵子さ勉

ております。

　　　　　　　　　　　　　　　　（の



　一オ社象勤ま．鞠市社会菅飾性格が強いのですが・これは野地英・一教授や

「暴力」の岩井私融助教授。ソシオメトリ｝一の大嘗助敬授などが：お」うれろの

で当然かと鶏われます．その弛「叡族」のノ｝、ム隆教授をろ喘’フヒすろ塚：族向

題研発会毛、地：味ながら現・代的課題：・にそっ：た研究により成果をあげておら九

ます。，なんと：いってモ学生数が少，ないので．跨に1よ’ゼミナールの蒔同　生：先

方より右卵生の方’が少なく．大へんしぼられろので出席した辱生こそ茸が1霜

いヒいあなければなりまぜんが1，それだげに労向に対すろr熱」次茅でよく

勉強できると二ろであります。また・河かし．らの調査をやってお，りますので、

葭生まやめ調・査の勅・ら突証的研究のあり方や、卑講のテーマにつひて群発

たり・計諭しあったりしておりまず。

　しかし、辰．らに：三味のない…数客をいじくりま；わしていうどいうわけでは：なく、

社会穿の理講や方法諭ぱ地群肝よりばっきりしておりますので．基磯部穿肉

をぶまえた上に積み重ねら九芝屯のであ九ば．自分なりに方飼づけができろ

わけ’です。

　杜会蓼平飼室ば，私の狂享中1よ．いく分サ旨ジ町ムードガありすぎろ摺ぱあ

りましだが、ゼ衷だげに密生ば気鞍1て賦入りして完蛮方との話し合Pの湯を

つくっていたようです・こ九には大ていf紅茶」にありつけろとeう一ささや

かな期縛二も手侭っていたか了しホません。：私かと：．つた讃義の中に殆んど一先生

とこ対一とし1うのがありましたが、あ互し頃さぼ引てさぼ飢ず暴鍛まで聯

妙に宏席致しました。2、3メ、の議義はざらで・喫茶店で講蓑をきいたこと：

宅ありまし差が却って雑談の中から射1諺勧うなもの力囎うれたようで

す．

　麟に1ま多忙の若い先生を海や山にひつばり蜜して四生は結構蟻しんでいだ

よ：うに翼います。毎年春・、充生方全部とガ・／凹の卑四生から撮1・も齎らしい卑

業生までといって宅，王業生全：部でロナ三位ですが、・熟らしく葬柴すろ塚生

の送、馴会をかねて1丘い所｝て族響いたします，普後ガ2）タテの肉原も割合漿擁

なせいか、また胴のようなワリコミi孝生．ば，上蔽生下冷i圭め匠捌がつか・なく

て一諸にワイワイさ＝わいであります・

　環狂都．立．大で・社．会奪・を攣び、予予の馬下をしてUる　．51ら名が集って、中

等，高校生の職業庵鐡．鮨度及び早業緩の即ちの価値意藏，丁度の疫容なテー

マに研碗会を二もつて下りますので．牢蒙綴毛凝：厚塗に翌々：愚って由りまつ。

　以上；私が・社会蓼を呼んだピひっても，地i塑琢の立鰯かう祉会斜蓉を共遍の

牛耳とすろ隣接斜学の．社会蓉を今ヨ，ッピゾのぞいた程度にすぎないのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芽団回生　順ノ下女与奪園）

　　　　　　　　　　　　　　　　q2）・，


